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公
害
防
止
に
関
心
が

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
案
の
地
域
説
明
会

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
や
十
九
回
に
お
よ
ぷ
地
域
説
明
会
も
四
月
に

終
わ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
定
ル
ー
ト
を

中
心
に
行
っ
た
地
域
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
．
日
本
道
路
公
団
か
ら
道
の
住
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
団
人
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し

出
さ
れ
た
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
体
を
対
象
に
、
三
月
十
日
か
ら
四
ま
し
た
．

響
評
価
書
案
の
縦
覧
を
し
て
い
た
月
八
臼
ま
で
、
十
九
回
に
わ
た
っ
巾
の
圭
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
地

だ
く
と
と
も
に
．
予
定
ル
ー
ト
沿
て
地
域
説
明
会
を
実
施
．
約
六
百
域
説
明
会
に
は
．
環
境
影
響
評
価

Ｉ校学小部南は右ぐ分部Ｉ－Ｊ治宇のト一ルイバ京む望らか館会民市

レＪト

積
一

キ

‰

Ｑ
Ｊ

6
7
2

一

騒
音
防
止
な
ど
に

強
い
要
望

こ

議
会
だ
よ
り

委
員
会
活
動
か
ら

四
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
常
任
委
員
会
〉

○
十
五
日
…
…
知
事
権
限
の
市
へ

に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

の
委
任
．
五
雲
峰
用
地
の
経
過
ズ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
Ｏ
十
一
日
…
…
水
道
事
業
会
計
補

市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
地
域
正
予
算
の
専
決
、
開
発
指
導
の

隻
扉
増
改
築
等
事
業
費
補
助
問
題
点
、
五
十
五
年
度
施
行
の

金
交
付
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
市
民
環
境
常
任
委
員
会
》

○
二
日
…
…
一
歳
六
力
μ
児
健
診
、

さ
ん
か
ら
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

意
兄
の
主
な
内
容
を
地
域
別
に

み
ま
す
と
、
笠
取
・
炭
山
の
山
間

地
域
で
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
の
ほ
か
公
害
の
な
い
道
路
づ

く
り
を
求
め
る
強
い
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
志
津
川
地
域
や
菟
道
地

土
木
工
事
個
所
に
つ
い
て
。
報
一
部
改
正
に
伴
な
い
、
市
税
条
例

告
を
受
け
ま
し
た
。
や
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
議
案
な
ど
四
議
案
が
提

《
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
》
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な
質
疑

（
）
二
十
二
日
…
…
笠
取
小
お
よ
び
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

笠
取
第
二
小
を
視
察
し
た
ほ
か
決
（
承
認
）
し
ま
し
た
。

両
校
の
育
友
会
や
学
校
関
係
者

と
、
学
校
整
備
な
ど
に
つ
い
て

懇
談
し
ま
し
た
。

《
折
居
国
有
林
開
発
対
策

特
別
委
員
会
》

〇
三
十
日
…
…
第
五
回
「
総
合
運

動
公
園
建
設
構
想
懇
談
会
」
の

内
容
に
つ
い
て
。
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

４
月
臨
時
会

昭
和
五
十
五
年
四
月
宇
治
市
議

会
臨
時
会
は
．
四
月
二
十
五
日
に

《
可
決
（
承
認
）
さ
れ
た
議
案
〉

Ｏ
昭
和
五
十
四
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
の
専

決
承
認

○
昭
和
五
十
五
年
度
一
盤
罫
補

正
予
算
（
第
一
号
）

○
市
税
条
例
の
一
部
改
正

〇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正

構
造
変
更
を

求
め
る
意
見
も

は
、
道
路
の
騒
音
や
大
気
汚
染
の

被
害
、
風
害
、
火
災
、
景
観
破
壊

な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
半
地
下

構
造
を
高
架
構
造
に
変
更
を
求
め

る
強
い
意
兄
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
宇
治
川
左
岸
の
槙
島

地
域
で
は
、
住
宅
対
策
と
し
て
現

在
の
環
境
を
守
る
防
音
対
策
と
、

国
道
２
４
‥
町
線
か
ら
近
鉄
問
を
高
架

に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
兄

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
兄
の
ほ
か
、
直

接
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
に
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
は
、
道
路
構
造
や

着
工
・
完
成
の
時
間
、
代
什
地
補

償
な
ど
。
具
体
的
な
意
兄
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

住
民
の
意
見
を

評
価
書
に
反
映
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住民検診はじまる

今
年
も
ト
二
‐
か
ら
住
民
検
診

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
住

民
検
診
は
、
六
月
十
六
‐
ま
で
市

内
全
域
の
五
ト
カ
所
へ
検
診
車
で

巡
川
し
て
行
い
ま
す
。

住
民
検
診
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
は
、
職
場
や
学
校
な
ど
で
検
診

を
受
け
る
機
会
の
な
い
十
五
歳
以

上
の
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

検
診
の
内
容
は
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
、
問
診
、
Ｍ
検
査
、
血

圧
測
定
で
す
。
こ
の
結
果
、
異
常
十
七
人
が
結
核
精
密
検
診
を
受
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
と
思
わ
れ
る
人
に
結
核
精
密
ま
し
た
。
９
環
ａ
検
診
の
中
で
、

検
診
や
循
環
器
検
診
を
実
施
。
さ
約
六
一
’
一
％
の
人
が
が
観
察
・
要
梢

ら
に
必
要
の
あ
る
人
に
は
、
梢
密
密
検
査
・
要
医
療
と
判
定
さ
れ
て

検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
十
四
年
度

の
住
民
検
診
の
結
…
■
＜
で
は
。
受
診

し
た
六
千
３
"
Ｃ
-
一
人
の
う
ち
、

五
百
八
ト
人
が
循
環
ａ
検
診
、
九

い
ま
す
。

Ｉで館民公幡木く一なかい
･
Ｓ
'

くのどは圧血

◇

費
用
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ｇ
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
心

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
精
密
検
査
の
結
米
か
ら
な
お
．
く
わ
し
い
こ
と
は
チ
ラ

疾
病
別
に
多
か
っ
た
も
の
は
、
高

血
圧
症
・
動
脈
硬
化
、
心
臓
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
の
内
分
秘
疾
忠
な
ど

シ
を
五
月
八
日
の
新
聞
に
折
り
込

み
ま
し
た
が
、
お
問
い
合
せ
は
市

役
所
保
健
衛
生
課
ま
で
。
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乙
鄭

商
品
・
買
い
物
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ん
で
も
消
費
者
生
活
相
談
へ

四
月
か
ら
、
毎
月
一
回
専
門
の

相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
を

始
め
て
い
ま
す
．

第
一
回
の
相
談
日
に
は
．
食
品
．

化
粧
品
．
洗
剤
な
ど
八
件
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
．
食
品
で
は
．
豆

腐
が
い
っ
せ
い
に
値
上
が
っ
た
が

業
者
が
中
兄
口
せ
た
疑
い
が
な
い

か
・
ま
た
団
地
に
車
で
売
り
に
く

る
業
者
か
ら
買
っ
た
う
ど
ん
が
腐

っ
て
お
り
．
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
溶
け

て
い
た
の
で
指
導
し
て
欲
し
い
と

・
つ
ゆ
を
前
に
し
て
、

大
雨
注
意
報
が
出
て
い

た
五
月
十
五
日
、
横
島

町
大
曲
の
宇
治
川
左
岸

の
堤
防
で
消
防
署
貝
の

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
緊
急
要

貝
を
残
し
全
隊
貝
が
参

い
う
も
の
で
し
た
。
化
粧
品
は
、

去
年
八
月
に
買
っ
た
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
で
顔
が
赤
く
は
れ
、
そ
の

ま
ま
使
わ
ず
に
い
る
が
返
品
で
き

な
い
か
■
と
い
う
相
談
で
、
返
品
を

勧
め
。
そ
の
後
返
品
で
き
ま
し
た
。

洗
剤
は
、
無
公
害
洗
剤
と
い
う
説

明
で
大
量
に
買
っ
た
が
、
ま
ぎ
ら

わ
し
い
無
リ
ン
洗
剤
が
あ
る
と
新

聞
で
読
み
心
配
し
て
い
る
が
返
品

し
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
い
う
も
の

で
、
不
審
な
点
も
多
く
、
誇
大
な

水に備える
加
。
強
い
雨
が
降
り
し

き
る
中
、
災
害
に
備
え

て
土
の
う
作
り
や
杭
打

ち
バ
漏
水
止
め
作
業
の

技
術
を
み
が
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
家
で
も
、

側
溝
や
ト
イ
、
雨
戸
な

ど
の
点
検
を
お
忘
れ
な

安
全
性
の
表
現
も
あ
っ
た
の
で
、

返
品
を
勧
め
ま
し
た
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
５
月
の
相
談
日

・
と
き
…
５
月
2
8
日
（
水
）

午
前
1
0
時
’
ｌ
午
後
３
時

・
と
こ
ろ
…
市
役
所
商
工
観
光
課

（
電
話
Ｏ
Ｑ
ｙ
１
４
１
内
線
2
6
4
）

な
立
係
員
に
よ
る
相
談
は
毎
日
受

け
て
い
ま
す
。
心
商
工
観
光
課
）

特
例
納
付
の
融
資

今
月
中
に
申
込
み
を

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
－
年
金
を
受
け
る
に
は

六
十
歳
ま
で
に
、
定
め
ら
れ
た
期

間
以
上
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
時
効
で
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
期
間
に
つ
き
１
ヵ
月

四
千
円
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
特
例
納
付
制
度
」
を
六
月
三
十

日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

国民年金

一
ｅ
ｌ
ｌ
‐
―
―
―
Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｅ
ｌ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
e
e
l
・
Ｉ

皿４
・

一
‘゙

参院選から

木幡に投票区新設自
ｌ

ｅｓ

１
１
一ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
‐
－
－
自
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
e
l
a
l
l
I
I
ゆ
1
1
1
1
‐
－
Ｉ
－
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
1

る
に
は
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
資
金
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
金
融
庫
、
伏
兄
信
用
金
庫
、
京
都
中
央

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
機
関
が
適
当
と
認
め
た
人
ｙ
融
資
信
用
金
庫
、
宇
治
市
＆
協
（
い
ず

納
付
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
額
…
1
0
万
円
～
6
0
万
円
ｙ
利
率
…
れ
も
市
内
の
本
支
店
）

資
す
る
「
国
民
年
金
特
例
納
付
金
年
利
７
・
2
5
％
ｙ
返
済
期
問
・
：
３
こ
の
ほ
か
、
低
所
得
の
人
に
は

融
資
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
以
内
ｙ
返
済
方
法
…
元
利
均
等
京
都
府
の
「
世
帯
更
生
資
金
貸
付

こ
の
融
資
を
ご
利
用
の
う
え
、
月
賦
償
還
▼
担
保
・
保
証
人
…
原
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
込
書
の

ぜ
ひ
年
金
に
加
入
く
だ
き
い
。

《
融
資
の
要
領
》

則
と
し
て
不
要
ｙ
取
扱
期
間
・
：
５
提
出
期
限
は
五
ａ
一
千
一
日
で
す
。

月
3
1
日
ま
で
▼
取
扱
い
金
融
機
関

ｙ
対
象
・
＝
特
例
許
付
し
な
い
と
＝
・
京
都
銀
行
、
太
陽
神
戸
銀
行
、

老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
で
京
都
相
互
銀
行
．
南
京
都
信
用
金

く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（

保
険
年
金
課
）

宇
治
市
選
挙
管
理
委
貝
会
で
は
地
の
３
）
、
北
島
一
部
（
1
3
番
地
、

参
院
選
か
ら
投
票
事
務
の
適
正
な
1
4
番
地
、
1
5
番
地
の
２
、
1
6
番
地
、

管
理
と
、
投
票
さ
れ
る
人
心
利
便
2
4
番
地
の
１
、
2
5
番
地
の
１
、
２
．

を
図
る
た
め
、
一
投
票
区
の
増
設
t
ｏ
番
地
の
１
、
２
、
2
7
番
地
の
Ｉ
、

と
一
部
投
票
区
域
な
ど
心
変
更
を
３
、
2
9
番
地
た
だ
し
2
9
番
地
の
２

し
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
を
除
く
）
、
3
0
番
地
、
3
1
番
地
の
Ｉ
、

投
票
区
の
新
設

マ
第
4
4
投
票
区
（
木
幡
中
学
校
）

・
：
《
木
幡
〉
西
浦
、
内
畑
、
西
中
、

熊
小
路
の
一
部
（
４
番
地
～
1
9
番

地
、
2
0
番
地
の
２
、
3
2
番
地
、
3
8

番
地
た
だ
し
3
8
番
地
の
８
、
1
1
。

4
3
は
除
く
、
4
3
番
地
の
２
、
4
3
番

日
本
脳
炎

予
防
接
種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
行
い

ま
す
。▼

対
象
…
３
歳
児
（
―
～
２
週
間

間
隔
で
二
回
接
種
）
、
４
歳
児
（
昨

年
受
け
た
子
供
は
一
回
接
種
）
及

び
、
1
5
歳
未
満
で
基
礎
免
疫
を
し

て
い
な
い
人
は
接
種
し
て
く
だ
さ

い
▼
日
程
と
会
場
…
５
月
3
0
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
３
月
2
1
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り

号
外
「
保
健
予
防
年
間
日
程
表
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
ｙ
接
種
で
き
な

い
子
供
：
Φ
ニ
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
て
１
週
間
以
内
の
子
供
②

Ｂ
ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら

１
ヵ
月
以
内
の
子
供
。

（
保
健
衛
生
課
）

関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

大
会

写
真
集
「
広
島
・
長
崎
」
に
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
採
用
し
た
岩
介

務
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
や
朗
読

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
。
λ

な
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
エ
ス
ベ
ラ
ン
ト
語
の
出
版

物
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

ｙ
大
会
・
：
５
‐
‥
2
4
日
。
２
５
ロ
、
靖

３
、
3
2
番
地
、

《
五
ヶ
庄
〉
雲
雀
島

投
票
区
の
一
部
変
更

変
更

＞
現
行
3
3
投
票
区
（
西
小
倉
小
学

校
了
・
小
倉
町
南
浦
４
０
番
地
か

ら
6
1
番
地
の
区
域
を
第
3
2
投
票

区
（
南
小
倉
小
学
校
）
に
変
更

マ
現
行
第
４
０
投
票
区
（
西
小
倉
集

会
所
）
…
南
浦
3
9
番
地
、
6
2
番

■
ａ
-
9
0
番
地
の
区
域
を
第
3
2
投

票
区
（
南
小
倉
小
学
校
）
に
変

マ
現
行
第
2
4
投
票
区
（
小
倉
幼
稚
更

園
）
・
：
小
倉
町
南
堀
池
7
3
番
地
投
票
所
の
変
更

南
浦
2
1
’
、
3
2
番
地
の
区
感
岳
▽
笛
一
３
２
区
投
票
所
を
伊
勢
田
幼
稚

４
０
投
票
区
（
西
小
倉
集
会
所
）
に
園
か
ら
南
小
倉
小
学
校
に
変
更

案
内

を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
…
６
月
か
ら
毎
月
第
２
日

眼
日
（
計
1
0
回
）
午
後
１
時
？
４

時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
役
所
分
庁

舎
ｙ
費
用
と
器
材
・
：
無
料
で
器
材

は
貸
出
し
▼
中
し
込
み
…
５
月
3
1

日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。

な
お
、
前
号
で
毎
月
第
２
月
曜

日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
曜

日
ｓ
誤
り
で
し
た
。
（
福
祉
課
）

募
集

社
会
福
祉
協
議
会

会
員
を
募
集

不
況
と
物
価
高
の
今
。
住
民
の

土
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
、
い
つ
も

氏
間
福
祉
活
動
の
中
か
ら
、
福
祉

汀
政
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議

ｗ
は
、
こ
の
住
民
の
自
主
的
な
福

ｍ
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
組
織
で
す
。

た
だ
今
、
幅
広
い
み
な
さ
ん
の

こ
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
努
力
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
社
協
へ
ご
入

公
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
せ
は
、

１
治
橋
通
り
の
社
会
福
祉
協
吏
Ｅ

屯
話
⑩
5
6
5
0
）
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

点
字
講
習
会

京
都
府
盲
人
協
会
で
は
、
点
訳

奉
仕
八
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
対
象
に
、
点
字
講
習
会

子
ど
も
将
棋
教
室

小
・
中
学
生
を
対
象
に
将
棋
教

室
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
６
月
１
日
、
７
月
６

ロ
８
月
1
0
日
の
各
日
咄
日
。
午
前

９
時
半
～
正
午
ｙ
会
場
…
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
募
集
人
員
・
：

5
0
人
ｙ
会
費
・
：
三
百
円
▼
申
し
込

み
…
宇
治
市
将
棋
団
体
捷
各
の

横
山
聴
雄
さ
ん
（
電
話
⑩
6
8
5

2
）
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
の
玄

関
に
生
け
ら
れ
た
花
‐
Ｉ
Ｉ
訪
れ
る

人
の
心
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
。

先
日
。
同
診
療
所
を
利
用
さ
れ

た
三
重
県
の
人
か
ら
全
快
と
の
礼

状
が
と
ど
き
、
ス
タ
ッ
フ
も
喜
こ

ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
利

川
さ
れ
る
約
一
割
の
人
が
保
険
証

を
忘
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
保
険
証

を
持
参
の
う
え
ご
利
用
を
…
…
。
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